
学園祭は充実した時間が過ごせましたか？

今回は高体連・高文連中の「読書の時間」で書いてもらった感想を

紹介します。✿印は米高にありますので、借りにきてくださいね。

✿『四つの署名』 コナン・ドイル／著

続きから読み始めて、まだ半分も読んでい

ないので、事件が少しずつ進んでいる感じ

だから、早く急展開しないかなあと思って読

んでいた。内容が難しいので、理解するの

が難しい。（２年）

『生きてさえいれば』 小坂流加／著

話の展開がコロコロ変わって、読んでい

てあきなかった。主人公たちの会話のと

ころも多かったし、話に出てくる人みんな

が魅力的で読みやすかった。小坂流加さ

んのこの本以外の本も読んでみたいと

思った。（２年）

✿『一冊でわかるイギリス史』

小林照夫／著

いままでの歴史の授業でイギリスの歴史を

深く勉強することがなく、イギリスはどんな歴

史をたどってきたのか気になっていたのでこ

の本を読むことで、深く知ることができたので

良かったしおもしろかった。（１年）

『ホワイトラビット』 伊坂幸太郎／著

冒頭の神話がおもしろかった。ポセイ

ドンの子であるオリオンは女神に良く思

われず、サソリを送り込まれてしまい、

刺されてしまった。オリオンはさすがに

毒に勝てず一巻の終わりという話から、

空にサソリ座が見え始めると、オリオン

座は逃げるように沈むそうだ。（２年）

✿ 『人面瘡探偵』 中山七里／著

素直で人を信じすぎてしまう相続鑑定士

とその主人公に寄生する現実主義者で毒

舌な人面瘡の掛け合いが最高にコミカル

で面白いです。人間の闇にまみれた限界

集落で頑張る主人公を応援したくなる本

です。毒舌なのに主人公に対する優しさを

感じられる人面瘡の話し方や2人（？）の

間の絶妙な友情になごみます。（１年）

✿『か「」く「」し「」ご「」と「』

住野よる／著

いつも明るいあの人や何を考えているの

か分からない人でも、この本を読んでから

はちゃんと考えたり、周りを見て行動できる

人だとわかり、日常生活がおもしろくなる

ような気がした。著者の言葉選びもステキ

で、読んでいて私も主人公のクラスの一員

のような気分になった。（１年）

✿『魔眼の匣の殺人』 今村昌弘／著

屍人荘の殺人の続編。物語の書き出しはい

つも食堂の場面で「サバの照り焼きこそ本格

推理だ。」という書き出しで物語に一気に吸

い込まれる。まだ読み始めたばかりだが、事

件が起こるまでの流れや描写が細かくておも

しろい。（２年）

『いのちの車窓から』 星野源／著

私は初めて紅白に出演されたときの話

がとても好きです。今まで冗談で言って

いた紅白出演が現実になってその前口

上を親友が書いたというエピソードにと

ても感動しました。他にも昔聴かれてい

たラジオの話、大泉洋さんの話がとても

おもしろかったです。（１年）

✿ 『うちら棺桶まで永遠のランウェイ』

kemio／著

人それぞれ考え方はそれぞれあるし、

同じ人なんかいないから、誰かになろう

とかじゃなくてなりたい自分になろうと思

いました。つらいこともたくさんあるけど、

“陰がなかったら、光れない”みたいに、

辛いことの先には明るい、楽しいことが

待ってると思って頑張ってみようと思い

ました。（２年）

✿『君の話』 三秋縋／著

千尋が夏凪灯火に心を開いていく様

子が印象的だった。千尋はあまり人を

信用しない人だという印象があったけ

ど、灯火相手ならだまされてもいいと

思えるくらい“義憶”の中の彼女が大

切な記憶だったんだなと思った。「人は

騙されようとする」という所も印象的な

文だった。（２年）

『小説 消えた初恋』 宮田光／著

青木が片思いしている橋本さんから消

しゴムを借り、消しゴムに名前を書くと両

思いになれるおまじないで井田くんと書

かれていた。それを見た井田が勘違いし

て始まった恋。友達として過ごしていた

のにいつしか本当に恋してしまい、周囲

にはバレないように過ごしていく。本当の

ことをうまく話せない気持ちが伝わり話

の展開が楽しい（２年）

✿『硝子の塔の殺人』 知念実希人／著

物語が結末から始まり、徐々に時を戻して

いく展開になっていて、「なぜこうなったの

か」考えながら読むことができ、読んでいて

面白かったです。細かい描写で物語の雰囲

気がよく分かりました。（２年）

←こちらから米高の図書館蔵書検索が
できます。

個人の利用画面設定がされています。

今まで借りた本や借りている本の延長

（1回だけ）、貸出中の本の予約ができ

ます。利用にはIDとパスワードが必要

なので司書までお問い合わせください。

✿『ドグラ・マグラ』 夢野久作／著

狂気的な本として有名な作品だが、実際は

狂気的な文により真相がわからないようにさ

れている推理小説であると思う。狂気の演出

のための文がのちに伏線であると分かり、真

相に近づいているのがおもしろい。ただ作者

が本当におかしくなっている気もするので怖

い。（１年）



　　

予約・リクエスト、随時受け付けています。

読んでみようと思う本があったらこの部分を切り取って図書館へGO！

お待ちしています。

✿『人間失格』 太宰治／著

幸せとは何だったのだろうか？彼が本

当に人間失格だったのかを考えさせら

れる物語でした。どの道を歩んでいけ

ば正解で、どこがいけなかったのか、人

生の疑問などが書かれてあってとても

おもしろい作品でした。（２年）

『２０代で得た知見』 F／著

著者がこれまで生きてきて学んだことや、周

りの友人、知人から得た知見を著者なりに再

解釈していて、その人の考え方がよく見える

本だった。「ずっと好きでいるなんて誰にもで

きない」という言葉が印象に残った（２年）

✿『かがみの孤城』 辻村深月／著

登場人物の心情描写がとても丁寧ですご

く感情移入しました。たくさんの謎が最後に

わかっていくのがすごく爽快で、本を読むの

が苦手な私でも３日ほどで読んでしまいまし

た！（２年）

『今夜、世界からこの恋が消えても』

一条岬／著

まだ途中までしか読めていないが、

出だしで書かれた恋人の条件に引き

つけられ、どんどん読み進めていきた

くなります。主人公や登場人物の成

長に心打たれ、感動しました。この先

どんな展開があるのかとても楽しみ

です。（１年）

✿『ないものねだりの君に光の花束を』

汐見夏衛／著

２つの物事を同時に行うと中途半端だ

なと思うことがよくあるけれど、２つどちら

も頑張ったなら、どちらかの頑張りが減る

のではなくて２つ合わせた頑張りの量が

増えるだけなんだなと思い、少し元気がで

ました。（２年）

✿『月の満ち欠け』 佐藤正午／著

死んでしまった女の子がまた別の人として生

まれかわっていくという物語です。前世の記憶

を持ちながら生きる女の子と前世でかかわっ

た人たちのお話は不思議だけど、命の大切さ

や尊さを改めて感じさせてくれます。（２年）

✿ 『老人と海』 ヘミングウェイ／著

漁師の老人が海でとても長い時間と体力

をかけて大きな魚をとるが、帰りにたくさん

の鮫に魚を食いとられてしまう。文章を読ん

でいて老人の希望と絶望がとても感じられ

た。漁の大変さがとても生々しく書かれてあ

り、思わず読み入ってしまった。最後にあっ

た訳者の文で、この本についての理解が深

まりおもしろかった。（１年）

『願いながら、祈りながら』

乾ルカ／著

法曹の道に進もうと考えている分校の

教師が子どもたちが大人になれば僕な

んて忘れると言ったときに、忘れるかどう

かはあなた次第だと言われていて、自分

次第でかかわっていく相手も変わるとい

うことが分かった。（１年）

『私の家では何も起こらない』 恩田陸／著

１つ１つの短編がつながりあっていて、その

つながりを見つけたときのゾクゾクと気持ち

のよい興奮がクセになりました。登場人物が

語るような書き方になっているので、あたか

も自分が登場人物になり、実際に話を聞い

ているかのような気持ちになれ、本の中に入

り込んだ気分になりました。恩田陸さんの本

が好きです。（１年）

✿『蟹工船』 小林多喜二／著

歴史の授業で著者を習い歴史の背景を感

じながら読めました。今では労働者について

の捉え方は大きく変化しているけれど、この

時代の考え方は現在にも結びつくところが

あって、おもしろかったです。２、３年後に読み

返すと別の観点から読めそうな本だと感じま

した。（１年）

✿『きみの存在を意識する』

梨屋アリエ／著

さまざまな障がいを抱えた中学生が平

等な扱いを受けられないというリアルな

話でした。自分は普通ではないのか、そ

もそも普通というものは存在するのかと

いう疑問や、孤立したくない、いい人でい

たいという葛藤に私も平等について改

めて考えさせられる本でした。（２年）

✿『時限病棟』 知念実希人／著

この本は『仮面病棟』の続きになる本

です。何回読んでもおもしろい謎とき小

説です。この本だけを読むだけでも面白

いですが、前作の『仮面病棟』を読むと

より一層面白くなります。この本は物語

が淡々と進むので、あきることなく最後

まで読むことができます。（1年）

キリトリ

題名 著者

この本読み

たいです！！

年 組 番 名前

✿『線は、僕を描く』 砥上裕將／著

高校時代に両親を交通事故で亡くし、以

来心を閉ざしてしまった大学生の青山霜

介が水墨画の巨匠、篠田湖山に見出され、

水墨を始めていく中で、世界の美しさなど

に気づき、心を開いていく。最後には目頭

があつくなる様な作品。（１年）
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